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1．はじめに 

近年，増加しているうつ病の早期発見研究とし

て，問診型の自己診断手法が存在しているが，

被験者が回答の結果を予測しやすいことから，

正確な結果が得られにくいという問題点があっ

た．そこで，顔表情認知を用いた自己診断手法

が提案された[1]．顔表情認知による自己診断手

法では，うつ病患者の「表情を否定的に捉える

傾向」を利用し，表情強度の異なる平均顔をい

くつか提示して，その顏画像が肯定的か否定的

かを判断させ，認知の歪みを計測してうつ症状

を定量化する．この手法は，検査が容易である

ために試行時間の短縮が可能になる反面，被験

者が持つ平均顔に対する後天的な印象が結果に

影響してしまう問題が指摘されている． 

2. 目的 
 本研究では，平均顔に対する印象の個人差の

影響についても考慮し，実際の人物の顔画像で

はなく，個人差や個人の特徴の少ないイラスト

顔を用いることで，印象評価手法の精度向上を

図る．実験者が基本 6 表情[2]の特徴を元に，自

身でイラスト顔の作成を行うと，個人の主観が

入ってしまうことを考え，複数の被験者が描写

する顔で，印象評価実験を行う．また，得られ

たパーツから，それらの組み合わせにより，強

弱さまざまな新たな顔画像の作成を可能にする． 

3．原理 
3.1顔の部位の効果 

山口らは[3]怒り・悲しみ・驚きでは顔の上部

の効果が強く，恐怖・喜びでは下部の効果が強

いこと示し，表情認知が，全体としての顔によ

るものか，部分としての顔によるものかは，表

情ごとに異なることを示した． 

3.2先行研究 

先行研究では，基本 6表情の特徴を参考に 6表

情自身で作成し，イラスト顔の目と口を操作し

て，強弱を作っていた．また，色からの影響も

調べるため，背景色も加え検証を行った結果， 
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図１：描写されたパーツの変換例 

 

ポジティブの場合には顔の下部の形状が印象へ

の影響度が大きく，配色より表情の方が印象に

影響を与えることが示された． 
本研究では，被験者によって描写されたイラスト顔

のパーツ毎の組み合わせで同様に検証を行う． 

4．実験と結果 
4.1．実験Ⅰ 表情顔の描写 

 4.1.1．実験 

最初の実験では，複数の被験者から手書きの

イラスト顔を収集するために，基本 6表情を文字

だけで指示し，輪郭，眉，目，鼻，口の 5つのパ

ーツを全ての顔に含み，かつ，まったく同じパ

ーツの組み合わせの顔を描かないように，それ

ぞれに対して５つずつ，一人当たり計 30 種類の

顔を描いてもらう．思いつかない場合のみ，共

通の顔写真を見せ，それを参考に全枠を埋めて

もらう．また，それぞれの表情に対し，その表

情を描写しやすいかどうかのアンケートも同時

に行う． 

 4.1.2．結果 

輪郭および鼻に関しては，被験者間で違いが

あるものの，表情間での大きな違いが見られな

かった．これに対して，眉，目，口のパーツは

表情間で大きく違いが見られ，被験者間で同じ

ものも見られた．この結果より，眉，目，口の

パーツが表情の印象に影響していると考えられ

る．そのため，今後の実験は眉，目，口につい

て分析を進めることとする． 

4.2．実験Ⅱ 顔パーツごとの印象評価 

 4.2.1．実験 

 実験Ⅰで得られたイラスト顔のパーツを同形

類に分類し，図１のように分類されたものを共

通の図形で表現しなおす．それらを眉，目，口 
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表１：表情の特徴と印象評価値の大きいパーツ 

 

に分けて，三回印象評価実験を行う．1 つの画像

を表示し，それに対して，ネガティブ-3 から-1

で三段階，ポジティブ 1から 3で三段階の計 6段

階で評価してもらう． 

 4.2.2.結果 

結果，表１より各表情で得られたパーツが，

基本６表情の特徴と一致していることが確認さ

れ，喜び顔と驚き顔の一部のパーツがポジティ

ブに，その他の表情のパーツがネガティブに捉

えられていることも確認できた．  

今回は，パーツ同士の距離に関しては統一し

ているためか，眉の形の特徴はあまり得られな

かった． 

4.3．実験Ⅲ イラスト顔の印象評価 

 4.3.1.実験                                                                                                                                                                                                                                                     

 実験Ⅰで被験者が描いた顔で複数の被験者間

で重複していた顔画像および，実験Ⅱの結果で

それぞれの表情内で最も絶対値が大きいものの

組み合わせ，また，評価値が 0に近いパーツの組

み合わせの顔を加えて，実験Ⅱと同様に印象評

価実験を行う． 

 
図 2：パーツの印象評価と顔全体の正規確率 

 

 4.3.2.結果 

口と顔全体の印象評価値の差が最も小さく，

口の形状が顔全体の印象に大きく影響を及ぼす

ことが示された．また，目はパーツによっては，

ポジティブともネガティブとも捉えられるもの

があることが分かった．さらに，これらの結果

を用いて，多変量解析を行うと，顔全体の印象

に大きく影響を与えるのは口の形状であり，図 2

より,正規分布より大きく外れていないことが確

認でき，他のパーツに関しても 1％水準で優位で

あることが示された． R2 が 90％で以下の式を用

いることが可能であるといえる． 

 

顔全体の印象 

＝眉×0.1828＋目×0.1988＋口×0.6835－0.1184 

 
これらの値を用いることで，強弱さまざまな

新たな顔画像の作成が容易となる． 

5．今後の課題 
 研究の結果が，問診型の結果と関連性があり，

診断に使用できるものであるかの検証を行う．

また，パーツ間の距離と印象評価の関係性も検

証を行う必要がある． 
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  特徴 

  眉 目 口 

喜
び
顔 

・下瞼が上がり,目が細くなる 

・瞳が大きい 

・上唇は上がり，口が開く 

   

悲
し
み
顔 

・眉は全体的に下がる 

・目は伏せ目になりがち 

・口は結んで口角が下がる 

   

恐
れ
顔 

・両眉は引き上げられる 

・上瞼は持ち上げられ，下瞼は緊張する 

・口は開き，唇はわずかに緊張する 

   

嫌
悪
顔 

・眉は全体的に下がる 

・上瞼を下げ，眼を細める 

・口角が下がり，多少口が開く 

   

怒
り
顔 

・眉は下がり，瞼がともに緊張する 

・目は見開いて凝視している 

・唇は四角い形での開口状態である 

   

驚
き
顔 

・上瞼が持ち上がり，下瞼は下がる 

・両眼が開く 

・口が開く 
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